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グループ連結 P/L

■	 売上高は、前期258億円、当期実績は184億円。

■	 経常利益は、前期54億円の経常損失、当期実績は6億 8千万円の経常損失。

■	 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期42億 9千万円の純損失、当期実績は4千万円の純損失。

■	 2021年度上期の売上平均為替レートは 1ドル 109円 16銭となり、前期の 1ドル 107円 52銭に	
	 対して1円 64銭円安。
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連結経常利益の前年同期比差異要因

■	 売上総利益については、新型コロナウイルス感染症拡大による航空需要の落ち込みにより売上高は	
	 減少したが、航空機内装品等製造関連における顧客仕様変更に伴う追加売上が第 1四半期連結会計	
	 期間に集中したことや、為替レートが想定より円安で推移したこと、又、原価削減が進んだことなどに	
	 より、売上総利益は44億円増加。

■	 販管費については、経費削減に取り組み、保証工事費、人件費、販売手数料などは減少したが、ビジ	
	 ネスクラス・シート「Venture」の他機種向け製品開発などにより試験研究費が増加したことなどから	
	 損方向に3億 2千万円影響。

■	 営業外損益については、為替相場が円安に進んだことによる為替差損益の改善などから益方向に6億	
	 4 千万円。

■	 その結果、前期実績の経常損失54億円より47億2千万円改善し、当期実績は経常損失6億8千万円。
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セグメント別 売上高・経常利益（前年同期比）

売上高（前期比増減）
■	 内装品セグメントは、感染症拡大による影響等で航空メーカーは更なる減産や生産スケジュール変更を	
	 余儀なくされたことから、ギャレー及びラバトリーの出荷が減少し、60億 3千万円減少。

■	 シートセグメントについても、感染症拡大による影響等で顧客による納期変更などにより27億 3千万円	
	 減少。

■	 機器製造セグメントは、民間航空機向け製品の炭素繊維構造部材や航空機エンジン部品の出荷が増加	
	 したことにより2億 1千万円増加。

■	 整備セグメントは、機体整備において一部プログラムの完成工事が増加したことにより、11億8千万円	
	 増加。

経常利益（前期比増減）
■	 内装品セグメントは、原価低減策の効果や一部プログラムにおいて顧客仕様変更に伴う追加売上などの	
	 影響、又、為替差益の発生により43億円改善。

■	 シートセグメントは、原価低減策の効果や採算性の悪い特注品の出荷が減少し4億円改善。

■	 機器製造セグメントは、採算性の良い製品の出荷が減少したことなどにより1億 4千万円悪化。

■	 整備セグメントは、売上高増加などにより1億７千万円改善。
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グループ連結 B/S

■	 資産合計については、受取手形及び売掛金は売上高の減少と売掛金の回収により30億円減少。
　	 又、棚卸資産は発注計画の見直しにより56億円減少し、資産合計では53億円減少。

■	 負債純資産については、電子記録債務は10億円減少し、短期借入金も12億円減少。

■	 純資産合計は、収益認識会計基準の適用等により15億 9千万円減少。

■	 自己資本比率は16.0％から15.2％へと0.8ポイント低下。
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グループ連結 C/F

■	 営業活動によるキャッシュフローは、売掛金の回収等により65億円のキャッシュインフロー。

■	 投資活動によるキャッシュフローは、設備投資の抑制を行い、1億円のキャッシュアウト。

■	 これらの結果、2021年度上期のフリーキャッシュフローは、64億 3千万円のキャッシュインフロー。

■	 キャッシュフローは、前期に対して大きく改善。
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グループ各社の状況

■	 グループ各社においても、引き続き新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、売上高が減少し、	
	 収益が悪化。

■	 内装品・シートの生産拠点である新潟ジャムコ・宮崎ジャムコ・中条ジャムコ・ジャムコアメリカについ	
	 ては、生産レートが低下しており赤字。

■	 ジャムコエアロマニュファクチャリングについても民間航空機向け製品の炭素繊維構造部材や航空機	
	 エンジン部品の出荷が減少し赤字。
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通期見通し

■	 2021年度上期の業績は、2021年５月11日に公表した連結業績予想値に対して、利益面の進捗は	
	 想定を上回る。

■	 これは、航空機内装品等製造関連における顧客仕様変更に伴う追加売上が第１四半期連結会計期間	
	 に集中したことや、為替レートが想定より円安傾向で推移したことなどによるもの。

■	 連結業績予想については、新型コロナウイルス感染症の拡大や、一部航空機メーカーによる生産	
	 調整の公表などもあり、不透明な経営環境が当面継続するものと想定しており、連結会計年度の業績	
	 予想に変更は無し。

■	 連結業績予想の前提となる為替レートは1ドル 103円から変更は無し。
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市場環境

■	 本年春、当社はコロナ禍で縮小した航空旅客需要が以前の水準まで回復するのは2024年頃という	
	 見通しを立て、これに基づいて経営計画を策定。

■	 又、足元となる2021 年度は、概ね見通し通りの市場環境であり、航空旅客需要は2019 年度の	
	 4 割程度に留まるものと想定。

■	 日本国内やアジアでは航空需要に際立った回復傾向が見られず、大変厳しい環境が続いている。

■	 一方で欧米の国内移動に限って言えば、コロナ禍以前の7～8割程度まで需要が回復。

■	 国際線においてもワクチン接種率の上昇に伴う各国での入国制限緩和の動き、一部エアラインの四半	
	 期決算黒字化など、明るい話題も増えてきている。

■	 航空機メーカーによる新造機生産は横ばいの状態が続いているが、既存航空機の運航が回復し始めた	
	 ことから、スペア部品の需要が戻り始め、客室内改修用の各種内装品や改修キットの引合いも、徐々	
	 に増加している状況。



13

収益改善の進捗状況

■	 規模適正化の効果
	 2021 年度上期においては、生産拠点の統合や人員削減等、規模適正化を予定通り推し進め、前年	
	 同期比において36億円の経費削減を行った。通期では、予定通り前年度比 50億円程度の経費を	
	 削減できる見込み。

■	 収益性の改善
	 シート事業においては、一部航空機メーカーによる生産調整のために売上の期ズレが生じている	
	 状況。一方、内装品セグメントにおいては、原価低減策の効果や一部プログラムにおける顧客からの	
	 仕様の変更への対応による追加売上などの影響により、大幅な収益改善。

■	 航空需要回復の手応え
	 米国や欧州を始めとする国々で国内航空旅客需要が回復傾向にあり、スペア部品の受注はコロナ禍	
	 前の 4割程度 ( 前年同期比で9割増 )まで回復。又、1月以降、機体メーカーとの長期契約以外に	
	 200 億円を超える新規受注を獲得しており、現在も引き合いが増加している状況。

■	 応需能力の回復
	 需要の戻りに合わせ、現在グループ外へ出向中の社員の順次復帰を予定しており、将来においては	
	 市場回復に応じた設備や人員の増強も行い、応需能力の維持・回復に努める。


